











































し>(Was Gott tut， das ist wohlgethan) (1674)の最終(第6)詩節が置かれている。
第 1曲
シンフォニア オーボエ ヴァイオリン 1. I 通奏低音(ファゴットを含む) アダー
ジョ・アッサイ へ短調 4分の4拍子。













4部合唱 ヴァイオリン 1. I ヴィオラ 1. I ファゴット通奏低音 レントーウン・ポコ・ア
レグロ アンダンテ(-レント) へ短調 2分の 3拍子。
第2曲の歌詞は、 rWeinen， Klagen， Sorgen， Zagen， Angst und Noth， sind der Christen Thranenbrod， 
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ハの青年時代J (IDer junge BachJ Moseler Verlag， Wolfenbuttel und Zurich 1967)中で、ベルン
ハルト・パウムガルトナー (BemhardPaumgarthner 1887・1971)が行った指摘を貴重なものとして紹
介している。それによると同曲は、アントーニオ・ヴィヴァルディ(AntonioVivaldi 1678-1741)の





であると思われる。(角倉一朗編:バッハの世界 バッハ叢書 9 白水社 1983 pp.392・393)
又フリードリヒ・スメント (PriedrichSmend 1893・1980)は、その著「ケーテンのバッハJ (Bach 



























アリア(アルト) ヴァイオリン I• I ヴィオラ I• I 通奏低音 ハ短調 4分の
4拍子。
第3曲は、全体が7小節という短いアリオーソ風のレチタティーヴォである。アルト声部には iWir
mussen durch viel Trubsal in das Reich Gottes eingehen.J (私達が神の御国に入る












アリア(アルト) オーボエ 通奏低音 ハ短調 4分の 4拍子。
第4曲はアルトのアリアで、 iK reuz und Krone sind verbunden， Kampf und Kleinod sind vereint， 






























アリア(パス) ヴァイオリン 1. I 通奏低音 変ホ長調 4分の 4拍子。
第 5曲の歌詞は、 I Ich folge Christo nach， von ihm will ich nicht lassen， im Wohl und 












部分まで活発なカノン処理が施され、 32-34小節では IumfassenJが強調され、 34・36小節では、すべ







アリア(テノール) トランベット(コラール旋律) 通奏低音 ト短調 4分の 3拍子。
第6曲の歌詞は、 ISei getreu， a11e Pein wird doch n町 einKleinessein. Nach dem Regen 




躍音程を 8分音符で奏しており(これは生き生きとした信仰を表現している。)歌詞でも、 IPein J 





コラール 4部合唱 オーボエ又はトランペット ヴァイオリン 1• 1 ヴィオラ 通奏低音(ファ
ゴットを含む) 変ロ長調 4分の4拍子。
第7曲はBWV12の終曲であり、ローディガスト作のコラール<神のなし給うことはすべてよし>
の最終詩節(第6詩節)が歌詞として配置されている。その歌詞は、 I Was Got thut，血sist 
wohlgethan， dabei will ich verbleiben， Es mag mich auf die rauhe Bahn Noth， Tod， und 
El en d t reib en， so wird Got mich ganz vater1ich in seinen Armen halten， d.rum lass' ich 
ihn nur walten. J (神のなし給うことはすべてよし。それを私はかたく守らん。顛難、死、悲惨は、
私を厳しい岐路に追いたてるやもしれぬ。神は、私にとって、誠にその御腕にて抱いてくれる父であ
る。神の御旨のままに私をあらせ給え。)となっており、最初の4小節が、 IWas Got.. verbleiben，j 
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A Study of the Church Cantata No. 12 
<Weinen， Klagen， Sorgen， Zagen> (B W V 12) 
Keiichi KATAOKA 
This study fol1ows my old ones on symbolic expression of J. S. Bach' s music. 
In it， 1 started that the study of the problems on Bach' s parody. This time， 1 
investigated the church cantata NO.12 in detai1， and examined the contents of its 
symbolic expression. 
(羽田 cantataNO.12 w錨 composed at 1714， and it w酪 P訂odied to Messe in 
h-moll=Crucifixus'" as the oldest work.) 
As a result of this study， 1 understood that the cantata NO.12 is a mature work 
habing almost al1 symbolic method of Messe in h・moll.
Now， 1 should like to∞ntinue this study and investigate the parody-reference 
of both works. 
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